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 隣地、または道路面より敷地が高い場合は、その境界沿いに擁

壁が必要となります。 

 高さが２mを超える擁壁は建築基準法および宅地造成等規制法

により、「工作物確認申請」を提出し、工事完了後は完了検査を

受けなければなりません。 

 

 注意したいのは、確認申請があるにもかかわらず検査済み証が

ない場合です。 

 法的規制を逃れるために正規の構造計算が行われていなかった

り、本来、実施しなければならない擁壁下部の地盤調査が省略さ

れている可能性があります。 

 

また、既存の擁壁が劣化していないか、目視で点検することも重

要です。 

 点検のポイントは、ひび割れ、目地りズレ、膨らみで、ひび割

れがあるのは論外です。また、擁壁が外側に膨らんでいるのは背

面の土圧によって押されている証拠です。 

既存の擁壁がある敷地で気をつけたいこと 

 配偶者が保証人となっていない以上、契約の原則から

配偶者に、直接滞納賃料を請求することはできません。 

 しかし、夫婦は賃借している住宅を中心に共同生活を

営んでおり、その共同生活を営むために生ずる費用は、

夫婦に共同で負担して負担させることが妥当な場合もあ

ります。それを規定したのは民法の日常家事債務の規定

です。 

（日常家事債務） 

 夫婦の一方が日常の家事に関して第三者と法律行為を

したとき、他の一方は、これによって生じた債務に対し

て連帯して責任を負う。 

 さて、ここで問題となるのは、アパートの賃貸借契約

における家賃の支払いが日常家事債務に含まれるかとい

う点です。 

 同じ不動産に関する契約であっても、売買契約とは異

なり、アパートの賃貸借契約は夫婦の共同生活を維持す

るためのものですから、基本的には日常家事債務の範囲

と考えられます。裁判例でも賃料債務が日常家事債務と

して、配偶者に責任を認めた事例があります。 

   つぎに、子どもに対する請求はどうでしょうか。 

子どもについても配偶者と同様、契約当事者でなければ

賃料を請求することはできないのが原則です。 

 しかし、高齢で無職の親が賃借人で、子供には収入が

あるような場合はどうでしょうか。 

（扶養請求権） 

無職の高齢者など自力で生活していくことが困難な人に

は、一定範囲の近親者が経済的に援助しなければならな

い義務があります。 

 そこで、大家としては賃借人である親の「子供に対す

る扶養請求権」を行使して賃料の請求が考えられます。 

 しかし、一般的に他人に属する権利を債権者自ら行使

することはできません。 

 したがって、いくら資力があるからといって、子供に

対して直接賃料の支払いを請求することはできない、と

いうことになります。 

 もっとも子供が賃貸借契約の保証人になっていた場合

は、家賃支払い請求を拒むことはできません。 
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お願いすると、同行の娘ムコでしょうか、私をまるで喧嘩相手

のように睨みつけます。 

 彼は、物件の粗を探すのが役目なのか、重箱の隅をつつく

ようにちょっとした不具合も指摘します。  

 高い買物です。娘ムコとして義理の親の力になりたい気持

ちはわかりますが、心情を逆なでするような言動に、売主さん

は、うんざりとした様子です。 

 売りに出しているとはいえ、売主さんにとっては想い出が詰

まった愛着のある家です。 

 それを、あそこが悪い、ここが悪いとケチを付けられては、

たまったものでありません。 

 売主さんが、私の袖を引っ張り外に出るよう合図します。 

Ａさん達を残したまま、売主さんと家の外に出ました。 

「この人たちには売りたくないんだ。上手に断ってください」 

正直、私も売主さんと同じ気持ちでした。 

 娘ムコはケチを付ければ安くなるとでも思っていたのでしょ

うか。帰り際「あれだけ悪いところがあるのだから相当値引き

してもらわないと・・・」 と言います。 

こんな値引き交渉は心証を悪くするだけで、百害あって一利

なし。もっとも、今回のお客様はそれ以前の問題でしたが・・・ 
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 夫婦二人で住む家を、という五十代半ばのＡさん夫婦を、

中古住宅に案内したときのことです。 

 

 その日、見学に来られたのはＡさん夫婦に子供夫婦が二

組、さらに三才くらいの孫が二人の総勢８人。  

 「自分たちだけでは心配だから、子供にも見てもらいたいと

思ってね。少し人数が多いかもしれんがよろしく」 

 当初は夫婦二人だけで行くよと言っていたＡさん。事情は

あるにせよ、さすがにこの人数は多すぎます。 

  当時、売主さんはまだ入居中でした。案の定、玄関を開け

た途端、あまりの大人数に一瞬戸惑った様子ですが、それで

も気を取り直し、気持ちよく迎えてくれました。 

 建物は建築後二十年以上経っていますが、手入れが行き

届いており、手直しもさほど必要のない状態です。 

 見学中、幼児たちは家の中を走り回っています。親は見学

に夢中なのか注意もしません。 

 温厚な売主様も、さすがに顔をしかめています。 

さらに、Ａさん夫婦も、断りもなく勝手に押入れの戸を開ける

など、常識を疑う行為には閉口しました。 

 見学は最初から最後までこんな調子で、雰囲気は最悪で

す。たまりかねて私が、まだ入居中だから配慮してくださいと 


